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収納ロッカー 仕様書 

第１章 総則 

１ 目的 

この仕様書は、串間市消防本部が調達する収納ロッカーの仕様について定めるものと

する。 

 

２ 用件 

仕様書に定めない事項といえども、当然必要と認められるものは、良心的に実施するこ

と。 

 

３ 契約等 

契約、支払方法等は、串間市が指示する要領により行うものとする。 

 

４ 保証 

  受注者は、物品の引渡後１年間は、その隠れた瑕疵について無償でこれを補修、または

取り替える責任を負うものとする。 

 

５ 納期 

  令和８年３月 27日（金） 

  ※納入の具体的な日程については、消防本部との協議により決定する。 

 

６ 数量 

  42セット 

 

７ 納入場所【別紙 庁舎図面参照】 

串間市消防本部（新消防庁舎）宮崎県串間市大字西方字唐人町地内 

・仮眠室（17部屋）へ２セットずつ。34セット 

・執務室内へ８セット 

複数の執務室へ設置する可能性があり、どの執務室に設置するかは、 

消防本部と協議し決定する。 

消防庁舎は平屋であるため、設置場所も１階となる。 

搬入車両については 10ｔ車可 

 

８ 疑義等 

この仕様書に記載のない事項又は、疑義が生じた事項等については、消防本部と協議し

決定する。 

 

 



第２章 仕様 

１ 目 的 

消防職員の衣類や備品などを収納する。 

 

２ 規格等 

（１）規格・装備品 

   ・ロッカーサイズはＬ、Ｍ、Ｓの３種類で 

    右図の配置を１セットとする。 

   ・１セットを一体型の製品とする。 

台輪の上にセットする。 

 

   ・全てのロッカーに扉と取手を設置し、 

    閉時には扉がしっかり閉まるようにする。 

     

・Ｌ－衣類を収納 

上部にハンガーパイプを設置する。 

  

   ・Ｍ－施錠機能を備える 

    シリンダー錠あるいはダイヤル錠 

    シリンダー錠の場合は全て異なる鍵とする。 

    また、予備鍵は各錠ごとに 1個以上とする。 

 

   ・棚板 

枚数－各サイズごとに１枚づつ 

    脱着式とする 

    ただし、Ｌサイズにおいては上部への衣類 

    収納を考慮して、低い位置に設置すること。 

    Ｍ・Ｓサイズにおいては、中間位置程度に設置する。 

 

   ・転倒防止施工を実施するにあたり、庁舎の 

    壁面・床面がいかなる材質であろうと対応 

    できるようにすること。 

    必要であれば製品に補強を加え、ロッカー 

    固定を考慮した製品とすること 

 

   ・製品色 

木質系色とする。 

  詳細は消防本部と協議し決定する。 



   材質 

   ・本体 

－木質（芯材は F☆☆☆☆認定材を使用すること） 

   ・表面材 

－木質（ポリ合板、メラミン化粧板、あるいは左記性能以上の木質材） 

   ・内側面 

    －強化プリント紙あるいは左記性能以上のもの 

   ・取手 

－木質に限らない、金属でも可 

・ハンガーパイプ 

－金属性（スチールあるいはステンレス） 

 

（２）サイズ 

   ・外 寸（ｍｍ）  

各サイズの製品をレイアウトのように配置した場合、 

もしくは一帯型の場合の寸法 

 幅    600～ 610 

             奥行   510～ 560 

高さ 1,800～1,900 

              

・有効内寸（ｍｍ） 幅   260～ 300（Ｓ・Ｍ・Ｌ共通） 

             奥行  475～ 550（Ｓ・Ｍ・Ｌ共通） 

高さ Ｓ－  400～  450 

                Ｍ－  750～  900 

                Ｌ－1,630～1,780 

 

（３）参考製品 

   ・製造会社：アイリスチトセ株式会社 

型 式 等：造作木製ロッカー 

 

 ・製造会社：株式会社オリバー 

    型 式 等：造作木製ロッカー 

 

 

 

 

 

 



３ その他 

(１) 製品の固定 

ア 地震等に備えて製品が容易に動かないよう壁や床面に固定すること。 

イ 固定器具については耐久性、耐食性の高い材質を使用し、固定方法については 

事前に消防本部と協議すること。 

ウ 製品レイアウトについては現在のところ下記のとおりであるが、変更もありえる

ため、固定前に消防本部に確認すること。 

(２) 製品仕様細部については、消防本部と協議すること。 

(３) 契約金額には、現地確認、製品の運搬、搬入、組み立て設置、固定等、本業務遂 

行にかかる全ての費用を含むものとする。 

（４） 同等品以上 可  

同等品以上の製品を提案する場合は、入札日の２日前の昼 12時までに、財務課

契約係に同等品申請をすること。 

この際には製品カタログ、詳細図面、納入実績、同等品以上であるとわかる書類

を提出し事前に承認をとること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



４ 参考資料 

（１）納入場所図面（仮眠室 17室、その他執務室） 

【全体図】 
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【詳細図】北側３室、南側 14室 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 緑色の点線内が仮眠室。北側 3部屋、南側 12部屋 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



（２）製品画像（参考製品） 

 

アイリスチトセ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

オリバー  

（下記の画像は参考であり、形状・サイズは「２ 規格等」のレイアウトのとおり） 

                            

   

 

 

 

 

 

 


